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開
会
に
先
立
ち
、
前
村
岑
男
理
事
長
の
挨
拶
、
続
い
て
石
丸
伸
二
安
芸
高
田
市
長
よ
り
、
そ
し
て

宍
戸
邦
夫
市
議
会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
議
長
に
吉
中
隆
行
会
員

を
選
出
し
、議
事
は
進
行
。
最
初
に
、「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
」
を
報
告
。
続
い
て
、

「
令
和
３
年
度
事
業
報
告
」
が
さ
れ
、「
令
和
３
年
度
決
算
報
告
」
に
つ
い
て
は
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令和４年度の定時総会は６月
14日（火）、会員の皆様239名
（出席者97名、委任状142名）が
参加して、甲田文化センター
ミューズで開催されました。

◇
令
和
３
年
度
報
告

　

令
和
４
年
３
月
末
の
会
員
数
は
３

１
８
人
で
、
男
性
は
２
１
９
人
、
女

性
は
99
人
。
前
年
度
比
で
２
人
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

請
負
・
委
任
と
派
遣
事
業
を
合
わ

せ
た
契
約
金
額
は
１
億
３
５
４
１
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
９
２

３
万
円
、
７
・
３
％
の
増
で
し
た
。

（
表
１
を
参
照
）

　

主
な
要
因
と
し
て
、
請
負
事
業
で

は
8
月
に
安
芸
高
田
市
内
を
襲
っ
た

豪
雨
災
害
に
伴
う
緊
急
対
応
と
し

て
、
安
芸
高
田
市
か
ら
受
注
し
た
災

害
廃
棄
物
搬
入
受
付
及
び
分
別
等
業

務
や
吉
田
第
2
作
業
所
で
新
た
に
開

始
し
た
自
動
車
部
品
の
洗
浄
加
工
業

務
、
選
挙
掲
示
場
の
設
置
撤
去
業
務

な
ど
が
増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
営
業
訪
問
活
動

が
で
き
な
い
中
で
、
草
刈
り
・
剪
定
・

清
掃
作
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て

依
頼
を
頂
き
就
業
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

派
遣
事
業
で
は
昨
年
度
に
続
き
、

派
遣
先
企
業
の
生
産
活
動
の
低
下
に

伴
い
契
約
の
更
新
が
一
部
な
か
っ
た

た
め
、
契
約
金
額
が
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

独
自
事
業
と
し
て
、
不
要
な
枝
葉

を
チ
ッ
プ
に
し
、
堆
肥
化
し
た
も
の

を
「
チ
ッ
プ
堆
肥
」
に
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
へ
の
貢
献
事
業
と
し

て
、
市
役
所
・
学
校
・
福
祉
施
設
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

互
助
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
町

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施

し
、
会
員
同
士
で
楽
し
む
場
を
設
け

て
い
ま
す
。

◇
令
和
４
年
度
計
画

会
員
の
拡
大

　

安
芸
高
田
市
で
は
高
齢
化
率
が

40
％
に
達
し
て
お
り
、
人
口
の
減
少

が
一
層
進
行
し
て
、
地
域
の
活
性
化

が
極
め
て
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
様
な
就
業
機

会
を
確
保
し
、
地
域
の
高
齢
者
が
生

涯
現
役
を
生
き
が
い
に
し
て
活
躍
し

続
け
る
団
体
と
し
て
、
地
域
社
会
を

支
え
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、「
会
員

令
和
４
年
度　

定
時
総
会

会
員
全
体
で
の
開
催

会
員
全
体
で
の
開
催

３
年
ぶ
り
に

３
年
ぶ
り
に
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令
和
４
年
度

出席者　97名

委任状
142名

総会の参加者　239名
定

時

総

会
の
拡
大
」
を
最
重
要
目
標
と
し
ま
す
。

　

会
員
か
ら
の
口
コ
ミ
紹
介
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
毎
月
の
定
期
入
会

説
明
会
や
窓
口
で
の
随
時
入
会
説
明

を
す
る
ほ
か
、
男
女
割
合
等
か
ら
み

て
拡
大
の
余
地
が
大
き
い
女
性
の
入

会
を
意
識
し
た
効
果
的
な
勧
誘
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
の
開
催
な
ど
活
発
な
親
睦
活
動
を

支
援
し
て
、
会
員
同
士
の
繋
が
り
を

深
め
る
こ
と
で
退
会
を
抑
制
し
、
会

員
拡
大
へ
繋
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
会
員
の
拡
大
を
推
進

す
る
上
で
、
女
性
に
人
気
の
あ
る
就

業
開
拓
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
が
必
要
で
あ
り
、
女
性
理
事
等
の

登
用
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

沿
っ
て
不
適
正
な
請
負
契
約
に
お
け

る
就
業
の
根
絶
及
び
是
正
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

安
全
就
業
の
確
立
を
す
る
た
め
、

組
織
を
挙
げ
て
安
全
対
策
を
推
進
し
、

重
篤
事
故
な
ど
の
傷
害
事
故
の
撲
滅

を
図
り
ま
す
。

　

会
員
・
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、

地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

（
令
和
４
年
度
予
算
の
概
要
は
表
２

の
と
お
り
）

項目 令和3年度 前年度 増減

会員数

（1）全体数 318人 316人 2人

（ア）男性 219人 222人 △3人

（イ）女性 99人 94人 5人

※平均年齢は男性75.3歳、女性74.0歳、全体で74.9歳

請負・委任の仕事

（1）受注額 9,320万円 8,173万円 1,147万円

（2）就業延べ人数 22,706人日 21,143人日 1,563人日

（3）就業実人数 271人 248人 23人

（4）就業率 85.2% 78.5% 6.7

（5）受注件数 1,379件 1,321件 58件

派遣による仕事

（1）契約額 4,221万円 4,445万円 △224万円

（2）就業延べ人数 5,261人日 5,166人日 95人日

表1　令和3年度会員数と事業の実績

項目 令和4年度 前年度

1　収入合計 1億5,076万円 1億5,097万円

（1）受託事業収入
　�（請負による配分金、材料費等、
事務費）

10,078万円 9,994万円

（2）派遣事業等収入
　（派遣事業に伴う受託収入） 297万円 498万円

（3）会員の会費 74万円 80万円

（4）国、市の補助金 4,500万円 4,400万円

（5）受取負担金 97万円 105万円

（6）その他の収入
　（受取利息、雑収益） 30万円 20万円

2　支出合計 1億5,076万円 1億5,097万円

（1）事業費
　（うち支払配分金）

1億4,068万円
（8,416万円）

1億4,049万円
（8,338万円）

（2）管理費
　（管理運営にかかる費用） 1,008万円 1,048万円

収支（差引） 0円 0円

表2　令和4年度予算の概要

　

今
回
、三
名
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

　
（
敬
称
略
）

　

前
監
事　

兼
近　

浩
三
（
向
原
町
）

　

前
理
事　

森
脇　

洋
平
（
八
千
代
町
）

　

前
理
事　

小
早
川
有
文
（
甲
田
町
）

退
任
役
員
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〈
安
全
関
係
〉�

（
敬
称
略
）

◇
今
日
も
一
日
安
全
作
業
　
笑
顔
の
家
族
が
待
っ
て
い
る�

湯
浅
　
昭
弘
（
吉
田
町
）

◇
事
故
防
止
　
声
掛
け
・
確
認
　
抜
け
目
な
く�

伊
藤
　
　
武
（
高
宮
町
）

◇
声
か
け
て
　
気
を
引
き
締
め
て
　
共
同
作
業�
原
田
美
砂
江
（
美
土
里
町
）

〈
意
識
の
高
揚
関
係
〉

◇
シ
ル
バ
ー
で
　
働
く
元
気
は
　
仲
間
の
力�

谷
川
　
正
留
（
甲
田
町
）

◇
シ
ル
バ
ー
は
　
仲
間
と
つ
な
が
る
　
集
い
の
場�

津
山
　
隆
昭
（
高
宮
町
）

◇
シ
ル
バ
ー
で
　
社
会
に
貢
献
　
日
々
元
気�

田
中
　
繁
夫
（
吉
田
町
）

　啓発活動として会員の安全就業・就業意識の高揚を目的
とし、シルバー人材センター標語の募集を行いました。49
作品の応募があり、５月17日の選考委員会において厳正な
審査の結果６名の作品が入賞され、定時総会で表彰を行い
ました。

令和4年度 シルバー人材センター標語シルバー人材センター標語

●
県
協
議
会
会
長
表
彰

●
県
協
議
会
会
長
表
彰

　

令
和
四
年
六
月
十
六
日
に
（
一

社
）
広
島
県
安
全
運
転
管
理
者
協

議
会
よ
り
、
県
協
議
会
会
長
表
彰

（
交
通
安
全
功
労
者
）
を
安
全
運

転
管
理
者
の
近
村
仁
主
任
主
事
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
も
、
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
安
全
確
認

を
し
っ
か
り
行
い
、
安
全
運
転
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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役 員 名 簿　 （敬称略）

役員（理事・監事）

役　職 氏　　名 役　職 氏　　名 役　職 氏　　名

理 事 長 前 村　 岑 男 理 事 山 田　 香 代 子 理 事 平 川　 富 士 雄

副 理 事 長 藤 原　 憲 司 理 事 竹 本　 峰 昭 監 事 行 友 　 勉

常 務 理 事 
兼事務局長 可愛川　實知則 理 事 吉 川　 千 代 美 監 事 則 川　 公 親

理 事 吉 川 　 勇 理 事 岡 川　 元 春

理 事 隅 田　 克 良 理 事 宮 田　 勝 之

◆安全委員会

役職 氏　　名

委 員 長 藤 原　 憲 司

副委員長 五 升 目　 輝 明

吉 川 　 勇

宮 田　 勝 之

森 田　 耕 司

玉 本　 賢 壮

向 井　 博 昭

松 下　 文 夫

伊 藤 　 武

◆表彰選考委員会

役職 氏　　名

岡 川　 元 春

平 川　 富 士 雄

吉 川 　 勇

藤 原　 憲 司

可愛川　實知則

前 村　 岑 男

専門部会
◆普及啓発・福利厚生部会

役職 氏　　名

部 会 長 吉 川 　 勇

副部会長 山 田　 香 代 子

藤 原　 憲 司

岡 川　 元 春

宮 田　 勝 之

吉 川　 千 代 美

可愛川　實知則

◆総務部会

役職 氏　　名

部 会 長 岡 川　 元 春

副部会長 隅 田　 克 良

前 村　 岑 男

藤 原　 憲 司

平 川　 富 士 雄

可愛川　實知則

◆事業部会

役職 氏　　名

部 会 長 平 川　 富 士 雄

副部会長 宮 田　 勝 之

坂 田 　 博

吉 川 　 勇

竹 本　 峰 昭

可愛川　實知則

◆総括地域委員会

役職 氏　　名

委 員 長 五 升 目　 輝 明

副委員長 森 田　 耕 司

玉 本　 賢 壮

向 井　 博 昭

松 下　 文 夫

伊 藤 　 武
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�
理
事　
　
　
　

�
�

隅
田　

克
良

�
（
吉
田
町
）

　

こ
の
度
、
理
事
に
選
任
い
た

だ
き
ま
し
た
隅
田
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、

共
同
・
共
助
」
の
も
と
、
会
員

の
み
な
さ
ま
が
健
康
で
生
き
が

い
を
感
じ
、
充
実
し
た
社
会
参

加
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

�

理
事　
　
　
　

�

山
田
香
代
子

�

（
吉
田
町
）

　

こ
の
度
、
理
事
と
い
う
大
役

を
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
山
田

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
々
、
高
齢
化
が
進
み
労
働

人
口
が
減
少
す
る
な
か
で
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
労
働

力
が
大
い
に
必
要
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

社
会
貢
献
に
努
め
、
健
康
に

注
意
し
な
が
ら
社
会
参
加
を
促

進
し
、
地
域
社
会
に
根
付
い
た

セ
ン
タ
ー
と
す
る
た
め
に
微
力

な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

�

理
事　
　
　
　

�

竹
本　

峰
昭

�

（
甲
田
町
）

　

こ
の
度
、
定
時
総
会
に
お
い

て
理
事
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し

た
竹
本
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

理
念
「
自
主
・
自
立
、
共
同
・

共
助
」
の
も
と
に
、
地
域
の
み

な
さ
ま
と
相
互
理
解
を
深
め
、

会
員
の
み
な
さ
ま
が
能
力
を
活

か
し
て
、
生
き
が
い
の
充
実
と

地
域
社
会
の
貢
献
に
繋
が
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

理
事　
　
　
　

�

吉
川
千
代
美

�

（
甲
田
町
）

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
い

て
、
理
事
と
い
う
大
役
を
選
任

い
た
だ
き
ま
し
た
吉
川
で
す
。

　

10
年
ぶ
り
の
女
性
理
事
と
い

う
こ
と
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
お
知
恵
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
生
き
が
い
の
あ

る
、
そ
し
て
楽
し
く
仕
事
が
出

来
る
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
」
少
し
で
も
お
手
伝
い

が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

�

監
事　
　
　
　

�

則
川　

公
親

�

（
向
原
町
）

　

こ
の
度
の
定
時
総
会
に
よ

り
、
兼
近
造
三
監
事
の
後
任
と

し
て
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
則

川
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

監
事
と
い
う
重
要
な
職
務
を
与

え
て
い
た
だ
き
、
大
変
戸
惑
っ

て
お
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
せ
ぬ
よ
う
、

職
務
を
務
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　

新
任
役
員
の
紹
介
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「いつまでも　働く喜び　無事故から」「いつまでも　働く喜び　無事故から」

全国統一スローガン（令和2年度～令和4年度）

市内一斉安全パトロール市内一斉安全パトロール

●良かった点
〈草刈り作業〉
・作業前のミーティングを行っていた。
・作業看板を設置し、安全管理や周囲への配慮が
出来ていた。
・建物の窓ガラス部分をブルーシートで覆い作業
出来ていた。
・	長時間の作業を避け、休憩を取りながら作業を
行っていた。
・	機械除草できないところは手刈りで丁寧に作業
行っていた。
・交通量の多い道路沿いは、朝一番に刈って事故
のリスクを減らす工夫をしていた。

●注意点
〈草刈り作業〉
・作業中のヘルメット未着用や防護面未着用での
作業がみうけられた。
・燃料の補充用でペットボトルを使用していた。

令和４年７月28日（木）安全委員８名により実施しました。令和４年７月28日（木）安全委員８名により実施しました。

安全対策は、「自分の身は自分で守る」という認識を深め
慣れた作業でも基本を大事に安全就業に努めましょう。

ヒヤリハット体験事例を募集
　会員のみなさまの就業中、何らかの原因により「ヒヤリとした」「ハッとした」体
験がございましたら、別紙（ヒヤリハット体験事例）を事務所まで提出してください。

　締切　令和4年11月30日（水）

６月に草刈機での飛び石による
事故が発生しました。

周囲に配慮した安全対策を
してください。



　 （ 8 ）

会員数会員数（令和4年8月1日現在）（令和4年8月1日現在）

会員数
地区 男性 女性 合計 前年同期
吉　田 54 19 73 68
甲　田 53 39 92 90
八千代 35 14 49 50
美土里 25 14 39 35
高　宮 24 9 33 39
向　原 33 13 46 45
合　計 224 108 332 327

（単位：人）

　

不
安
定
な
天
候
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
会
員
の
み
な
さ
ま

の
体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
今
回
の
表
紙
は
、
4
年

ぶ
り
と
な
る
吉
田
町
の
「
一
心
祭
り
」
の
花
火

写
真
に
な
り
ま
す
。
会
場
で
は
夢
中
で
夜
空
を

見
上
げ
、
迫
力
あ
る
音
を
受
け
な
が
ら
、
楽
し

く
夏
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
も
、
就
業
や
互
助
会
を
通

じ
て
シ
ル
バ
ー
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

記

吉
田
町　

前
理
事
長　

沖
田
一
夫　

様
（
七
月
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

お

悔

や

み

安芸高田市シルバー人材センター（シルバー安芸高田 第34号） 令和４（2022）年８月12日

　

8
月
15
日（
月
）は
、
お
盆
休
み
の
た
め

事
務
所
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
向
原
町

の
佐
藤
正
彦
会
員
（
82
歳
）
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
剪
定
・
草
刈
り
や

屋
内
作
業（
自
動
車
部
品
の
組
付
け
）

な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

剪
定
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
が
主
催

す
る
剪
定
講
習
会
を
受
講
し
、
技
術

を
身
に
つ
け
就
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
関
係
・
児
童
ク

ラ
ブ
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
活
躍
さ

れ
、
第
三
の
人
生
と
し
て
80
歳
で
シ

ル
バ
ー
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
何

事
も
積
極
的
に
挑
戦
さ
れ
る
方
で
、

シ
ル
バ
ー
以
外
で
も
地
域
で
数
多
く

活
動
さ
れ
、
社
会
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

入
会
の
き
っ
か
け
は

　
健
康
長
寿
に
大
切
な
フ
レ
イ
ル

予
防
（
栄
養
・
社
会
参
加
・
運
動
）

の
う
ち
、
社
会
参
加
と
運
動
（
就

業
）
が
シ
ル
バ
ー
で
出
来
る
と
思

い
入
会
し
ま
し
た
。

会
員
に
な
っ
て
ど
う
で
す
か

　
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
仕
事

が
で
き
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

仕
事
に
も
挑
戦
で
き
て
楽
し
い
で

す
。

　
シ
フ
ト
制
の
仕
事
は
生
活
リ
ズ

ム
が
で
き
て
、
現
役
時
代
を
思
い

出
し
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
に
一
言

　
シ
ル
バ
ー
で
働
く
こ
と
で
人
間

関
係
が
広
が
り
、
新
し
い
発
見
や

挑
戦
す
る
意
欲
が
わ
い
て
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
年
齢
を
問
わ
ず
、

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
シ
ル

バ
ー
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
　
員
　
紹
　
介

会
　
員
　
紹
　
介


